
（１）新八代駅周辺整備及び
大規模集客施設等整備に係る経緯について

 資料３



八代市

 熊本市から南へ約40kmに位置し、約12万人
の人口と約681Ｋ㎡の面積を有する。
※人口・面積いずれも県下第２位

 山・川・海、そして広大な八代平野など、
多様で 豊かな自然に恵まれ、球磨川や氷
川の豊富で良質な水資源にも恵まれる。

 い草やトマトなど全国有数の農業生産地で
ある。

 近代以降は、製紙や酒造をはじめとする県
内有数の工業都市として発展してきた。

～ 自然豊かな田園工業都市 ～

八代市の概要
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恵まれた交通アクセス

「八代」＝「九州の中心」

福岡市から 約50分（新幹線利用）

鹿児島市から 約45分（新幹線利用）

宮崎市から 約２時間（自動車利用）

新幹線（熊本駅～新八代駅） 約10分（在来線約35分）

熊本ICから八代ICまで 約28分

（八代ICから新八代駅まで約5分）

熊本市内からのアクセス時間

自動車で 約45分

（空港高速バス「すーぱーばんぺいゆ号」も運行）

阿蘇くまもと空港からのアクセス時間

九州管内から新八代駅までのアクセス時間
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平成12年(2000年)3月 八代市から土地開発公社に
対して新八代駅周辺整備に係る事業の取り組みを依頼

 新八代駅の開業に伴い、
これまで「第１種農地」
に区分されていた新駅を
中心とする半径300ｍ以
内の区域を「第３種農
地」に変更した。

 農地が特に多く残ってい
る新駅東口周辺の区域約
20㏊を先行整備区域とし
て設定し、乱開発を防ぐ
ために計画的な整備を
行っていくこととした。

 平成15年(2003年)2月に
事業の採算性や的確性の
観点から土地開発公社に
よる面整備を断念した。（⻩⾊点線：先⾏整備区域として設定されたエリア）
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乱開発を防ぐために、平成19年12月に新八代駅周辺の約95haの区域を「特定用途制限地域」に指定
し、周辺の豊かな田園地帯と調和を保ちつつ、交流や賑わいを創出できる八代の玄関口にふさわしい
まちづくりを進めることとした。

平成17年(2005年)3月 都市再生整備計画を策定し
道路網や都市公園等のインフラ整備を実施

 鹿児島本線東側には、ホテ
ルやマンション、事業所、
商業施設、医療施設等の立
地が進んできている。

 鹿児島本線西側には、住宅
や高等学校が農地の中に立
地しており、現在も集合住
宅の建設等が進んでいる。

 一方で、交通結節機能を活
かした大規模な集客施設な
ど、拠点的機能を有した施
設の立地はみられず、虫食
い的な開発が進んでいる状
況にある。
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令和５年(2023年)１月
「新八代駅周辺及び企業誘致用地整備推進本部」を設置

 TSMCの熊本進出を契機として、市町村間の企
業誘致競争が激化するなど、本市を取り巻く
社会経済情勢は急速に変化している状況

 このような状況を踏まえ、本市の地理的優位
性やポテンシャルを活かし、①新八代駅周辺
の整備、 ②新たな工業団地の整備を加速化

させるため、昨年1月に庁内に推進本部を設
置した

 県南地域全体の浮揚につなげるためにも、

「八代の振興なくして、県南の浮揚なし」と
の気概を持ち、「県南の雄都」としてふさわ
しいまちづくりを、全庁一丸となって進めて

いる
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新たな時代に対応した魅力ある広域交流拠点を目指して
令和６年(2024年)３月 新八代駅周辺グランドデザイン策定

 新八代駅周辺における、これからのまちづく
りを進めるための全体構想として、｢新八代駅
周辺グランドデザイン｣を策定。

 本市の現状や課題の整理はもとより、民間に
よる開発状況等を踏まえ、新八代駅周辺に必
要とされる土地利用の考え方等を整理し、周

辺全体のゾーニングプランを示すこととした。

新八代駅周辺の農用地区域図（令和6年2月時点）

新八代駅

新八代駅
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多様な交流、にぎわい、魅力を生み出す

未来を切り拓く活躍する新世代が飛翔する交流・創造の拠点

 新八代駅周辺発展の原動力と
なる若者の活躍と、多様な交
流によるにぎわい創出を目指
し、将来像を「未来を切り拓
き活躍する新世代が飛翔する
交流・創造の拠点」と設定。

 再生可能エネルギーやDXの推
進など、スマートシティの実
現を下支えとしながら、新八
代駅周辺が「にぎわい・楽し
み」や「交流・創造」の拠点
となるよう、様々な取組を展
開していくこととしている。
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新八代駅周辺の土地利用ゾーニングプラン
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グランドデザインにおいて、新八代駅周辺整備の核として位置付けているスポーツ・文化・コンベンション機
能を有する大規模集客施設については、これまで本市の既存施設では実現が難しかった最高峰のプロスポーツ
や大規模コンサートといった多彩なイベントの開催を可能とし、民間事業者主導または官民連携事業による整
備・運営を想定している。
現在、この大規模集客施設を具現化するために必要な導入機能や規模、概算事業費等の検討のほか、大規模集

客施設エリア内に整備・誘致を予定しているアーバンスポーツ及び農業体験学習の拠点などについて、その配
置や動線等の検討を盛り込んだ基本計画の策定を進めている。

新八代駅周辺大規模集客施設等整備基本計画について
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＜大規模集客施設の対象施設＞

・メインアリーナ（収容人数：5,000人以上）
スポーツ機能・・・・・・国際・全国規模のスポーツ大会開催やプロスポーツ観戦が可能
コンベンション機能・・・音楽ライブやコンサート、国際会議、展示会等の開催が可能

・多目的ホール （収容人数：未定）
ホール機能・・・・・・・演劇、音楽、講演、映画など芸術文化の鑑賞が可能
スポーツ機能・・・・・・軽スポーツ、各種競技のウォーミングアップ等が可能

・武 道 場 （収容人数：未定）
スポーツ機能・・・・・・柔道や剣道の九州大会や県大会が開催可能



令和７年度令和６年度
主な業務

３２１121110９８７６５４３２１1211

市場調査
収支シミュレーションの実施

有識者会議、関係団体ヒアリング、
市民アンケート等による市民ニーズの
把握

対象施設のコンセプト、整備方針、
規模や導入機能等の整理・検討、
イメージパースの作成 、概算事業費の
算出

ＰＦＩ等の民間活力導入可能性調査

計画案作成及びパブリックコメント

市場調査
収支シミュレーション
（簡易）

収支シミュ
レーション
（詳細）

関係団体ヒアリング
（各団体２回程度）

有識者会議（５回程度）

コンセプト、整備方針、規模や導入機能等の整理・検討、
概算事業費算出、イメージパース作成

民間事業者ヒアリング、事業手法検討、
事業スケジュール整理

計画案
作成

パブコメ
実施

市民
アンケート

今後の主なスケジュール
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